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学生B 介護実習Ⅱ（1年後期） 介護実習Ⅲ（２年後前期） 介護実習Ⅳ（２年後期）

















































転 倒 の 危 険 性 や体 力が 続か
ず、外出、外泊を楽しめない
のではないかと考えた。
予
後
予
測
支
援
の
方
向
性
毎日の入浴はできないので、
足浴や手浴、清拭をするよう
にする
安心して外出できる必要があ
る。
安眠できずに不穏につながる Ⓒ毎日の活動の中で筋力と体
力をつけることを続けること
で、外出をする時に安心して
外出できるのではないか。
ベッド上だけではなく、車い
すに乗って過ごしてもらう時
間を増やす
（旧アセスメント表（２）
脳出血後遺症がある
手術後から急激な機能低下が
ある介助を行わなければ外出
できなくなった
テレビのニュースを見るのが
楽しみ
食事以外はほとんどベッドで
テレビを見て過ごしている
旅行に行ったり、公園に行き
散歩をしたいと話していた
②公園に行けるようになるた
めには、車いすで長時間安定
した姿勢を保つことが必要だ
と考える。そのためには姿勢
の保持ができるようになる支
援が必要ではないか
整
理
し
た
情
報
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
た
か
自
分
の
考
え
表３　介護実習を通した変化。（学生 B（平成30年入学生）の
思考過程の変化）
学生D
情報の解釈・
関連づけ・統
合化
脳幹出血を発症し入院した。現在QOL向上
の目的で施設に入所している。ADL面に関して
はできることはできることは自分で行いたいと
いう要望だけでなくⅰオセロがしたいと思って
おり週2回実施している。最近は携帯メール機
能を利用して指の動きを練習しており、積極的
に取り組まれる。面会も多く月1程外泊もされ
ている。ⅱ本人が自分でなんでもやりたい思い
があるので、リハビリも頑張っている。そもそ
もオセロが好きであり入所してから週2回実施
しているが週2回程度だと満足できないと考え
た。ⅲ携帯のメール機能を利用して指の動きを
練習しながらオセロをしてオセロの石を置くこ
とや指さすことによって脳トレにもなるし、指
先のリハビリになると考えた。なので、オセロ
ができ、楽しみにできる生活ができるためには
オセロをする時間を増やし、対戦相手を募りオ
セロができる環境つくりをする必要がある。
情報の解釈・
関連づけ・統
合化
 脳幹出血を発症し、入院した。現在QOL向上の目的
で、施設に入所している。脳幹出血後遺症で左半身麻痺
の後遺症があるがADL面に関してはできることは自分で
行いたいⅳ自分でなんでもやりたい思いがあるので、リ
ハビリも頑張っている。両手で柵や手すりを握れば立位
を取ったり保持したりすることができるが、患側の左足
が浮いたり、患側の左手が離れやすく立位が不安定であ
る。転倒のリスクが高いために介助が必要である。ⅴ何
もしなければADLの機能が低下し健側はどんどん動かな
くなり自分でつかまり立ち、立位を保持することができ
なくなる可能性がある。また、ⅵ転倒すると骨折や他の
病気やケガを併発する恐れがある。ⅶ転倒を予防するた
めに本人の自分でできることは安全の範囲内で行うこと
ができる生活を続けるためバランスの練習に取り組む必
要があるのではないかと考えた。車いす使用、右足のみ
自力走行が可能であり、右足の機能の低下を防止する必
要があるではないかと考えた。本人が今後自分でできる
ことは、安全の範囲内で行いたい生活ができるためには
バランスがよいADLの機能低下防止に努め支援する必要
である。
  
課題の明確
化
快適で楽しみにできる生活を支援する必要があ
る
課題の明確
化
自分でできることは、安全の範囲内で行いたい生活がで
きるためには、バランスが良いADLの機能低下防止に努
め支援する必要である。
表４　新アセスメントシート使用前後でのアセスメントシート表（2）の記載の変化
平成31年（令和元年）度入学学生　介護実習Ⅱ（１年後期）の記録　（使用後）
表４　新アセスメントシート使用前後でのアセスメントシート表（２）の
記載の変化
平成31年（令和元年）度入学 護実習Ⅱ（１年後期）の記録（使用後）
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る．アセスメント表（１）で収集した情報を十分に活用できている状況ではないといえる．
一方，表４の学生Ｄの場合は，その人の生活全体の情報は増加していると思われる．また下線ⅵ転倒の危険性や病気や
ケガの併発などの予後予測も考えることによって，下線ⅲ，ⅶのように「指先のリハビリ」，「バランスの練習」などの何
をすべきかがはっきりとなった．また，学生Ｃが着目してた対象者の思い「できない」，「あきらめている」から学生Ｄは
「したい」，「やりたい」対象者の思いを尊重することも，尊厳の尊重に基づいた思考過程としてできている．
さらに二人の比較は，学生Ｃは，２年生後期の介護実習Ⅳ，つまり介護福祉士養成課程の最終段階のものである，学生
Ｄは，１年生後期の介護実習Ⅱで，施設実習として最初のものである．このことからも，思考を組み立てて行う基礎がで
きたと思われ，新アセスメントシートには効果があると分かった．しかし，あくまでも学生の習得状況によって差異はあ
るだろう．
２）アンケート調査
介護実習Ⅲ（令和元年７月１日から令和元年７月13日まで）で
試行段階のアセスメントシートを使用し介護過程の展開を行った
後の，学習の効果に対しての実感や使用感を確認するためのアン
ケート調査は，対象学生13名に対して12名から回答を得た．表５
「介護過程の展開はできたと感じるか」については，回答者全員
が「とてもできた」「出来た」と回答した．表６「利用者の情報
の整理を行うことが出来たか」の問いでは，10名83.3％の学生が
「できた」と回答した．さらに，表７「利用者の全体像が把握で
きたか」の問いには11名91％の学生が「できた」と回答している．
このことから，対象者の全体像を把握する目的は達成できている
と考え新アセスメントシートを使用する事前学習の成果といって
もよいのではないだろうか．さらに，表８「今後活用したと思う
か」の問いでは，７名58.3％が「使用したいと思う」を回答して
いるが，３名25％の学生は「そう思わない」と回答している．こ
のことは，32項目の情報収集をさらに整理することは，「思考の
整理をする」の本来の目的をしっかり理解していなければ「同じ
作業をしている」「手間が増えた」と感じるだけにとどまり習熟
できていないといえるのではないだろうか．
以上のことから，『アセスメント表０』については，一定の効
果を実感した学生がいる反面，今後使用したいかについては活用
について慎重な学生がいることが明らかとなった．このことから，さらに様式の改良および指導方法を改善する検討の余
地があることが分かった．よって，アセスメント表２－（１）の修正とアセスメント表２－（２）の追加を行う事とする
ことになった．
８．考察
平成19（2007）年の介護福祉士養成課程の改訂により，「介護過程」は介護概論から独立する形で単独の専門科目となっ
た．また，平成29（2017）年の社会保障審議会福祉部会人材確保専門委員会の報告によると介護人材の構造転換（「まん
じゅう型」から「富士山型」）を測り，「介護福祉士は介護現場の中核を担う役割」と明確４）に示された．介護福祉士資
格取得には，複数のルートが存在するが，介護福祉士養成施設で，介護及び周辺領域の知識と技術を身につけた人材は今
後さらに重要な存在になると考える．そのためにも，本学で受ける教育は，確実な知識と技術を身につけた専門性の高い
介護福祉士を育成することが求められる．
介護とは，「その人の尊厳を尊重し，利用者主体（自律）・自立した生活ができるよう支援すること」を価値概念として
いる．つまりその人の望む人生に寄り添いながら必要な支援を行うことで，より良い生活（人生）の継続を可能にするこ
とである．介護福祉士は，単に排泄介助，食事介助，入浴介助といった生理的欲求のための支援ではなく，その目的を意
識した生活を支援する専門職種としての行動を求められている．そのためにも，介護過程を展開することで，「なぜその
人数 パーセント
4.634たきでもてと
3.857た来出
1.7911計合
3.81答回未値損欠
表5　介護過程の展開はできたと感じるか
表５　介護過程の展開はできたと感じるか
人数 パーセント
3.334たきでもてと
0.056た来出
3.81いなら変
3.81たっかな来出
0.00121計合
表6　利用者の情報の整理を行うことが出来たか表６　利用者の情報の整理を行うことが出来たか
人数 パーセント
0.056たきでもてと
7.145た来出
3.81いなら変
00たっかな来出
0.00121計合
表7　利用者の全体像が把握できたか表７　利用者の全体像が把握できたか
人数 パーセント
3.80う思もてと
3.857う思うそ
3.81いならかわ
7.612いなわ思
3.81いなわ思く全
0.00121計合
表8　今後活用したいと思うか表８　今後活用したいと思うか
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支援を行うか」の目標が明確となり専門的意識をもって行動することが出来るのではないだろうか．介護福祉士としての
専門性を発揮するには，可能な限り対象者の全体を理解し，介護福祉士としての価値概念と知識及び技術を統合して，目
的（目標）をもって日々の生活の支援を行うことであり，これが対象者の望むより良い生活の実現が可能になるのではな
いだろうか．そのためにも介護過程の展開を自分の力で行うことが出来る技術を身につけることは重要であると考える．
介護過程の講義では，紙面での事例を用いながら，整理の方法や，整理したことでわかった対象者像からどのようにア
セスメントを展開していくかを，個別指導を中心におこなった．個別指導は，「文章表現」「情報の抽出方法」「情報の振
り分け」「対象者の思いの記載」等学生のそれぞれ，対象者に対しての考え方，価値概念や学習の習熟度などの差異がある．
それらを解決するには，それぞれの学生に応じた柔軟で丁寧な指導をすることが求められることといえる．また，介護過
程を展開は，学生の個性や価値判断，経験値が大きく影響することも分かった．このようなことを加味しながらの指導は，
介護福祉士養成のカリキュラム全体として行っていく必要があると考える．
実際の介護実習での介護過程の展開の比較から新アセスメントシートの活用をすることは，対象者の全体像を把握し課
題を明確にするためには有効であると考える．しかし，アンケートの結果で，アセスメントシートの効果を実感できてい
ても，今後活用したいと思わない学生がいたということは，「使用する目的」がしっかり理解していなければ，「同じ作業
をしている」「手間が増えた」と感じるだけにとどまる可能性があると考えられ，新アセスメントシートを活用する方法
にはまだ改善の余地があると思われる．
介護過程の指導は，講義の中で介護過程の手法を教授しながら，学生一人一人に合わせた個別の指導を併せて行い深化
をさせ，介護実習を通じて実際の対象者から情報を収集して介護過程を展開することで習熟度の確認を行っていく．単に
介護過程を科目としてとらえるのではなく介護福祉士養成過程のすべてと交錯し，学生と継続して共に行うことが重要で
あると考える．介護過程の展開を通じて，介護福祉士養成過程の3領域での得た知識と技術を介護福祉士としての専門性
や役割を発揮することが出来るように指導していく必要があるのではないだろうか．そのためにも介護過程の学習を通し
て学生が思考する力量をつけていく指導を行っていくことが求められる．
また，介護実習の巡回指導では，新アセスメントシートを活用が出来ている学生は，自身の思考過程の中でどの部分，
項目に助言が欲しいかを明確にすることが出来ていた．これはどの部分につまずいているかの現れであり，担当教員に思
考過程の一部を指導・助言にて補うことができることで，学生は自らの力で対象者の生活課題を明らかにすることができ
ることを意味しているのではないだろうか．この繰り返しが，介護福祉士としての介護過程を展開するための思考する力
量を高めることに繋がると考える．今回の比較を行った４学生のうち２事例は留学生のものである．留学生も，介護福祉
士としての思考過程の獲得が一定できている成果が得られたことは，多様な学生に有効なものだと考える．また，巡回指
導教員の役割としても，指導に充てられる時間は限られている中で，学生自身が知りたいことを明確に示してくれること
により指導・助言のしやすさがあった．また，学生が指導した内容をその後の実習に活かすことが想像できるため安心で
きるとともに，学習成果があることの手応えも得られると考える．このようなことから，介護過程の科目担当教員ではな
い，巡回指導教員が指導に当たる際でも有効になっていると考える．
学生は，これまでの人生経験にはないであろう，対人援助を基礎とした中で対象者の思いを考え望む生活の実現にむけ
て自ら考え行動をしなければならないことを机上で学ぶには，想像するしか策はなく，困難に感じると思われる．自分の
考えを実践し，どのような効果があるかまで学習することが望ましいのだが，時間の制約など実現にはさらに検討や改善
が継続的に必要である．
１０．まとめ
介護福祉の専門性とは，「利用者の生活をより良い方向へ変化させるために，根拠に基づいた介護の実践とともに環境
を整備することが出来ることである」と一般社団法人介護福祉士会は定義している．その具体的な中の一つに，「介護過
程の展開による根拠に基づいた介護実践」がある．今回はアセスメントの部分に特化して指導研究を行ったが，今後は，
専門的に利用者の望むより良い生活の実現に向けた目標の達成までの思考の組み立てや実践方法を示すことができるまで
指導を工夫していかなければならない．介護福祉士養成施設として，質の高い介護福祉士を養成するためにも，今後も介
護過程を学ぶ学生に理解しやすく，学習意欲の向上が図れるよう授業の工夫に取り組んでいく必要がある．
注釈
１）1987（昭和62）年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の制定で，介護福祉士の国家資格が誕生し，介護福祉士養成教
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育が開始されたのは，翌1988（昭和63）年からである．その後1999（平成11）年，2007（平成19）年に２度の改訂が行
われた．
２）「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し委員会」で検討され，第13回社会保障審議会福祉部会福祉人材確保
専門委員会（2018（平成30）年２月15日）に「求められる介護福祉士像」に向かための介護福祉士養成課程として示さ
れたものである．
３）PDCA サイクル D「Plan（計画）」，「Do（実行）」，「Check（評価）」，「Action（改善）」の頭文字をとったものが一
般的であるが，これにＡ（assessment: 実態把握）の過程を加えたものである．介護過程の展開に類似しているためこ
の APDCA サイクルとした．
４）厚生労働省社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会（平成29年10月４日）に開催された「介護人材に求めら
れる機能の明確化とキャリアパスの実現に向けて」の中で，介護人材の構造転換を実現するための具体的な方策の取り
まとめの中で示されている．
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